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研究成果の概要（和文）：異文化滞在者を対象に、異文化圏での対人関係に必要となる、社会的

技能（ソーシャルスキル）を学習する実験的セッションを行った。介入実験によって、異文化

間ソーシャルスキルによる対人関係形成の促進効果を確認した。質的、量的手法を併せた統合

研究の手法を用いて、異文化間ソーシャルスキルの内容と実施過程の解明、「異文化間ソーシャ

ルスキルの獲得による適応促進仮説」の検証を進めた。 
 
研究成果の概要（英文）：Experimental session of social skills learning which enhance 
interpersonal relationship formation in cross-cultural environment for sojourners had 
been dome. Enhancing effect of interpersonal relationship formation by cross-cultural 
social skills had been confirmed. Using integrated method with qualitative and 
quantitative survey, elaboration of contents and process of performance of social skills 
and “mechanism of enhancing cross-cultural adjustment by cross-cultural social skills 
acquisition” had been investigated. 
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１．研究開始当初の背景 
異文化適応理論の進展を図り、国際化時代

における異文化滞在者の新たな適応援助策を

創出することを狙った、応用社会心理学的研

究として構想された。対人関係は異文化適応

の困難ともサポート供給源ともなる両義性を

持ち、その促進は異文化適応の支援策となる。

そこで異文化滞在者を対象に、異文化圏での



対人関係に必要となる社会的技能（ソーシャ

ルスキル）に焦点をあて、その獲得による適

応促進効果をめぐって、理論的研究と応用的

研究を展開することとした。 
 
２．研究の目的 

質的、量的手法を併せた統合研究の手法を

駆使して、以下を行う。 

(1)「異文化間ソーシャルスキルの獲得によ

る適応促進仮説」を検証するため、ソーシャ

ルスキル獲得から異文化適応に至る機序の解

明を目指す。(2)「異文化間ソーシャルスキル

学習の実験的セッション」として、認知行動

的な文化学習を行う心理教育的セッションを

構成し、セッションでの学習と続く介入効果

を確認する。 
 
３．研究の方法 
(1)異文化間ソーシャルスキル学習の実験的

セッション 

①AUC-GS学習モデルに基づき、異文化間

ソーシャルスキルの学習を行う、心理教育的

セッションを実施した。この実験的セッショ

ンにおける反応を測定し、フォローアップに

よって対人関係形成への影響と文化学習とし

ての効果を探った。②異文化間ソーシャルス

キルの領域に合わせて文化アシミレーターを

作成し、それを用いた認知的学習を行った後

で、その課題に対応した行動を取り上げて、

異文化間ソーシャルスキルを学ぶ、個人対象

のセッションを実施した。フォローアップに

よって学習効果の継続と波及的効果を調べた。

③留学生を対象とした異文化間ソーシャルス

キルの実験的セッションに、学習補助者とし

て参加した日本人学生において、文化学習の

発生と学習支援者としての学びを探索した。 

(2)在日留学生のソーシャルスキルパフォー

マンスに関する質問紙調査  

在日留学生が日本の文化特異的とされる対

人行動に対して、どれほどの相違を抱えてい

るか、異文化間ソーシャルスキルの観点から

測定し、文化間距離を算出して、異文化適応

との関連を調べた。 

(3)異文化間対人関係形成過程とソーシャル

スキルに関する調査 

①在日留学生と友人になっている日本人学

生を対象に面接調査を行い、友人関係の形成

過程の解明とそこで使われるソーシャルスキ

ルの抽出を試みた。②日本人の友人を持つ在

日中国人留学生を対象に面接調査を行い、友

人関係の形成過程の解明とソーシャルスキル

の抽出を試みた。③日本人学生に質問紙調査

を行って、留学生に望む異文化間ソーシャル

スキルの実施度合いを尋ねた。実施と非実施

の場合の印象形成と対人関係形成過程への影

響について分析した。④日本人学生を対象と

した質問紙調査を行い、留学生など異質さを

抱えた様々な相手を想定し、対人接触の困難

感を比較した。困難は個人の特性として説明

されるか、相手の特定の属性によるものか、

異質性全般に向けられたものかを確認した。 
 
４．研究成果 

(1)実験的セッション 

集団対象の実験的セッションに参加した者

の反応をみると、日本語が堪能な学生は文化

的解読に興味を示し、来日間もない学生では

不安の低減が認められた。個人対象のセッシ

ョンを受けた者はセッション後、遭遇する機

会の多い学校場面のスキルを実践していた。

そして文化理解の姿勢を強め、スキル学習を

興味深いと捉えていた。セッションに参加し

た日本人学生では、日本文化への気づきが高

まり、ソーシャルスキルを解説して文化的仲

介者となることが異文化適応の支援になると

いう気づきを得ていた。スキル学習は、文化

行動の習得とその背景の考え方の理解が導か

れ、社会的文脈に即した対応がしやすくなる



ことから対人場面に有用といえるが、加えて

文化学習の態度自体を学習する効果があり、

異文化接触の態度をも変えていくと考えられ

る。 

(2)在日留学生のソーシャルスキルパフォ

ーマンスに関する質問紙調査  

母文化とのスキルの類似性はパフォーマン

スにあまり影響せず、容易さや使用しやすさ

の影響が大きい。日本的スキルはもとより類

似していた者が自ずと実行しているというよ

り、実用の観点から学習、選択、実施が起き

ているものと推察される。 

(3)異文化間対人関係形成過程とソーシャ

ルスキルに関する調査 

日本人学生が留学生と友人になる場合、動

機付けに対応して機会や場面が分化しており、

共行動や誘いかけや連絡の継続などが使われ

ている。留学生が日本人と友人になる場合、

相手は学生とは限らず、バイトや習い事や外

国人好きの日本人との交流などが含まれる。

親密化が進んでいない初期に、日本的な文化

行動がより多用される。自宅へ食事に呼ぶな

ど、母国で使っていた友人作りのソーシャル

スキルが日本で機能しないことがあり、誤解

や失望、友人作りの困難につながる。異質な

人との接触を苦手とする日本人学生は、相手

のカテゴリを問わず、留学生、高齢者、他大

学の学生など、同質性の低い相手一般とのつ

きあいに困難を持つ傾向があった。相手と場

面によって、異文化間対人関係形成のソーシ

ャルスキルを特定していくことが可能である。

ソーシャルスキルを知っていれば誤解が避け

られ、初期の対人関係形成には特に有用な接

近の道具となることが示唆される。 
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